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ザンビアの独立記念日
どくりつき ね ん び

学校で
がっこう

次回は『旅人を魅了する国　ナミビア』を紹介します。
じかい たびびと みりょう くに しょうかい

　10月24日はザンビアがイギリスから独立した記念
がつ にち どくりつ き ね ん

日です。今年で55周年になります。1964年に行われ
び こと し しゅうねん ねん おこな

た東京オリンピックのときに独立し、今のザンビアと
とうきょう どくりつ いま

なりました。 
　ザンビア国内には多くの民族の人たちが生活してい

こくない おお みんぞく ひと せいかつ

ますが、国全体で『One Zambia, One Nation』とい
くにぜんたい

う標語を掲げ、仲良くしてきました。そのため、アフ
ひょうご かか なか よ

リカの中では平和な国のひとつとして、世界から評価
なか へ い わ くに せ か い ひょうか

されているそうです。 
　私の学校では、子どもたちや先生はザンビアカラー
わたし がっこう こ せんせい

の緑や赤のシャツやドレスを着て集まり、各学年、歌
みどり あか き あつ かくがくねん うた

やダンス、劇をして、みんなでお祝いをしています。 
げき いわ

　私が住む村では、そこで働く先生、医師、看護師、
わたし す むら はたら せんせい い し か ん ご し

教会の人などが集まり、食事やダンスをする宴をひら
きょうかい ひと あつ しょくじ うたげ

きます。 
　私がいる町では、各学校や教会の団体から生徒が集
わたし まち かくがっこう きょうかい だんたい せ い と あつ

まり、演奏など様々なパフォーマンスが行われます。
えんそう さまざま おこな

空手を広めている人たちも見られました。 
か ら て ひろ ひと み

　毎年こうして、独立と平和を身近な人たちと祝いな
まいとし どくりつ へ い わ み ぢ か ひと いわ

がら、絆を深めているということを感じました。
きずな ふか かん

町で
まち

村で
むら

先生と子どもたち
せんせい こ


